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街づくりにおける「二次交通」再生の必要性とパーソナルモビリティ 

人口減少社会の到来 ・ 人口構成変化 

土地利用（居住地・商業地）の選択と集中 

拠点施設を核とした
街中回遊性向上の 
仕掛けづくり 

拠点駅施設における 
「移動しやすい施設」 
の仕掛けづくり 

独居高齢層が街中へ
の移動をしやすい仕
掛けやコミュニティづ

くり 

バスネットワークの 
スマート化 

（効率性と利便性の
向上） 

少子高齢化 

子供を抱えていても
訪れやすい・暮らしや
すい仕組みづくり 

高齢者移動弱者
への対応必要性 

子育層移動弱者
の誘致必要性 

拠点駅 
駅前施設の 
人流過密化 

街中回遊の 
低下 

駅～非徒歩圏 
（バス圏）の急速
な価値低下 

拠点開発後の 
二次開発機会創出 

タウンマネジメントに
よる施設競争力保持 

人口ボリュームゾー
ンたるシニア層対応 

駅遠住宅地の再生 
若年層流入による 
沿線の継続発展 

２次交通次世代化・スマート化は、「住みたい沿線日本一」や 
「訪れたい街日本一」の実現に大きく関係するテーマである 

 

二子玉川の展開にとどまらず、たまプラーザほか、沿線全体に関わるトピックと認識 
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クリエイティブ・シティを創造する 
ビジネス・イノベーション 
ソーシャル・イノベーション 



次世代の街に求められる未来の地域モビリティの活用を考える 

地域モビリティ検討コミュニティ「QUOMO（クオモ）」 

パーソナルモビリティでソーシャルグッドを！ 

モビリティの 

ソーシャルグッドな価値提供 

ソーシャルプロジェクトによる 

新しいモノづくり 

新たな経験価値 

立ち乗りモビリティ 

新産業シンクタンク 

ビジネスモデルの 

構築 

地域の方々との 

コーディネーション 

街づくり 
コミュニケーションデザイン 

(各種媒体、イベント） 



試乗会 概要 

１．実施日 
 ：2/16（土）・3/2（土） 
 
２．実施時間 
 ：11:00～16:00 
 
３．実施場所 
 ：二子玉川ライズ・ガレリア空間一部 
 
４．実施主体 
 ：クリエイティブ・シティ・コンソーシアム 
  スマートモビリティWG「QUOMO」 

 
５．実施内容 
 ：パーソナルモビリティ「セグウェイ」 
  の体験試乗会 
 
６．運営 
 ：3～4名程度の専門スタッフで運営 



試乗風景＠二子玉川ライズ・ガレリア 
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産官学民連携による老朽化・高齢化する郊外住宅地の再生 
既成市街地における生活者視点のスマートコミュニティづくり 

～WISE CITYを目指して～ 
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多世代賃貸、ｻｰﾋﾞｽ付高齢者向け住宅 

定期借地権住宅分譲、ｺｰﾎﾟﾗﾃｨﾌﾞﾊｳｽな
ど 

モビリティ 

WISE City 次世代郊外まちづくりイメージ 

WISE  City  ＝  Wellness 
           Intelligence & ICT 
          Smart & Sustainable 
          Ecology &  Energy 
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足・腰が悪くて

家の玄関などに段差

道路や建物等に段差

出かけるときの交通が不便

自宅からバス停や駅まで遠い

自家用車を運転するのが不安

坂道を歩いたり、自転車での移動が負担

外出中に体調不良や転倒するのが不安

自宅を留守にするのが不安

75歳以上

65～74歳

55～64歳

45～54歳

35～44歳

18～34歳

（％） 

出所：「次世代郊外まちづくり」モデル地区調査 

N=1,307 

外出時の不安・不便さは世代によって異なる 



出所：「次世代郊外まちづくり」モデル地区調査 

移動環境・モビリティに対するニーズ 
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動く歩道や軽量軌道交通の様な移動手段

目的に応じて情報や交通手段を提供するサービス

自動車と自転車の中間タイプの移動手段

荷物を運ぶのをサポートするサービス

どこでも乗り降りできる公共の交通手段

歩行者、自転車、自動車が分離された安全な経路 N=1,358 

（％） 



超小型モビリティ公道走行社会実験中（横浜市北部） 
※2013年2月19日～3月4日 7世帯の子育て家庭モニターに2週間貸し出し 

▲2月19日 メディア発表会（たまプラーザテラスステーションコート） 

▼2月19日 NHK「おはよう日本」など各種媒体で報道されました 







これからの社会・これからの街 

• 人口は減る 
• 高齢化する 
• リタイア組が通勤しない 
• 若者は低収化する 
• 若者の仕事はノマド的になる 
• 低電力（エネルギー）社会になる 
• モノはインターネットで手に入る 
• コミュニティ重視型社会が来る 

 

 
急がない 

 
動かない 

繋がりたい 
楽しみたい 



日産CUBE 

Fun to Drive 

走る喜び！ 

TOKYO FIBER ’09 / SENSEWARE 
日産自動車株式会社デザイン部＋ 

日本デザインセンター原デザイン研究所 
「笑う車」 

Fun to Communicate 

コミュニケートする喜び！ 

http://tokyofiber.com/contents/works/details/details.html?artist=11


FAST FOOD? 

C:Slow foodFootthills 

SLOW FOOD! 

FAST MOBILITY 

SLOW MOBILITY 
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